













































































































































































































































































































































   ① 動機付けの要因           ① 個別的な事実の情報 
   ② 認知的道具としての役割       ② 歴史的エピローグ／プロローグ 





   ① 学習の対象             ① 教材レベル 
   ② 歴史的比較             ② 単元レベル 
                       ③ カリキュラムレベル 





                       ① 歴史的・発生的原理 
（系統発生に近い） 












































































   Wt2：認知的道具としての役割 
   (Wt2’：認識論的障害の同一化) 
   Wt3：進化論的議論 
Wg：目標としての歴史 
  Wg1：学習の対象 
  Wg2：歴史的比較 
 
Hows：どのように数学史を用いるのか 
  Hi：例証アプローチ 
  Hi1：個別的な事実の情報 
  Hi2：歴史的エピローグ／プロローグ 
Hm：モジュール・アプローチ 
 Hm1：教材レベル 
   Hm2：単元レベル 
   Hm3：カリキュラムレベル 
Hh：歴史に基づくアプローチ 
   Hh1：歴史的・発生的原理 




































































































































































































 4.2 数学史の活用の可能性 











































































































































A categorization of the “ whys”  and 
“ hows  of  using  history in 
mathematics  education， 2009， Uffe 
Thomas Jankvist. 

































解説 数学編 理数編』，実教出版． 
清水静海・船越俊介 他(2011)，『わくわく
算数』(平成 23 年度用)，啓林館，第１学
年～第６学年． 
藤井斉亮・飯高茂 他(2011)，『新しい算数』
(平成 23 年度用），東京書籍，第１学年～
第６学年． 
澤田利夫 他(2011)，『小学算数』（平成 23
年度用），教育出版，第１学年～第６学年． 
小山正孝・中原忠男 他(2011)，『小学算数』
（平成 23 年度用），日本文教出版，第１
学年～第６学年． 
一松信 他(2011)，『みんなと学ぶ小学校算
数』（平成 23 年度用），学校図書，第１学
年～第６学年． 
橋本吉武 他(2011)，『たのしい算数』（平成
23 年度用），大日本図書，第１学年～第
６学年． 
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